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１．

第
５
回
黒
滝
村
・
天
川
村

合
併
協
議
会
を
開
催

平
成
17
年
１
月
20
日（
木
）午
前
10
時
か

ら
、
黒
滝
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
第
５

回
黒
滝
村
・
天
川
村
合
併
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
第
４
回
合
併
協
議
会
か

ら
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
る
「
そ
の
他
各

種
事
業
及
び
制
度
の
取
扱
い
」
及
び
「
新

村
建
設
計
画
（
県
と
の
事
前
協
議
案
）」

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
協
定
書
（
案
）
及
び
今
後

の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
内

容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
協
議
事
項
】

◆
そ
の
他
各
種
事
業
及
び
制
度
の
取
扱
い

…
…
…
…
…
…（
継
続
）

【
そ
の
他
】

◆
新
村
建
設
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

…
…
…
（
原
案
に
て
県
と
の
事
前
協

議
を
行
う
こ
と
を
承
認
）

【
説
明
事
項
】

◆
合
併
協
定
書
（
案
）
に
つ
い
て

◆
今
後
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

２．

第
６
回
黒
滝
村
・
天
川
村

合
併
協
議
会
を
開
催

「
合
併
協
議
会
廃
止
」
の
緊
急
動
議
否
決

平
成
17
年
２
月
14
日（
月
）午
後
１
時
30

分
か
ら
、
黒
滝
村
中
央
公
民
館
に
お
い
て

第
６
回
黒
滝
村
・
天
川
村
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
予
定
し
て
い
た

議
事
に
入
る
前
に
黒
滝
村
家
治
委
員
よ

り
、
合
併
の
機
が
熟
し
て
い
な
い
の
で
合

併
協
議
会
を
解
散
し
た
い
旨
の
緊
急
動
議

が
出
さ
れ
、「
本
合
併
協
議
会
の
廃
止
に

つ
い
て
」
を
正
式
に
議
案
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
質
疑
の
後
、
ま
さ
に
合

併
協
議
の
根
幹
を
な
す
重
要
案
件
で
あ
る

た
め
、
委
員
の
起
立
を
求
め
る
表
決
を
採

り
ま
し
た
が
委
員
14
人
中
９
人
の
同
意
で

あ
り
、
本
協
議
会
会
議
運
営
規
程
に
定
め

る
３
分
の
２
以
上
の
同
意
（
10
人
以
上
）

が
な
か
っ
た
た
め
「
否
決
」
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
予
定
し
て
い

た
以
下
の
議
事
に
入
る
こ
と
な
く
閉
会
し

ま
し
た
。

《
予
定
し
て
い
た
議
事
》

¡
協
議
第
49
号
の
３
　
そ
の
他
各
種
事

業
及
び
制
度
の
取
扱
い

¡
協
議
第
50
号
　
　
　
新
村
建
設
計
画

３．

問
合
せ
先

黒
滝
村
・
天
川
村
合
併
協
議
会
事
務
局

〒
６
３
８
―
０
３
９
２

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60
番
地

（
天
川
村
役
場
庁
舎
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
７
―
63
―
９
０
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
７
―
63
―
９
０
３
１

E-m
ail
gappei

＠vill.tenkaw
a.nara.jp

※
会
議
資
料
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

会
議
の
資
料
は
、
合
併
協
議
会
事
務
局

の
ほ
か
、
両
村
の
総
務
課
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
黒
滝
村
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
７
―
62
―
２
０
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
７
―
62
―
２
５
６
９

▼
天
川
村
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
７
―
63
―
０
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
７
―
63
―
０
３
２
９

※
両
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
会
議
資

料
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

黒
滝
村
、
天
川
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

合
併
協
議
会
の
内
容
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
黒
滝
村http://www.vill.kurotaki.nara.jp/

▼
天
川
村http://www.vill.tenkawa.nara.jp/

合
併
協
議
会

だ
よ
り



平成17年4月19日（火）午前8時30分から午後5時まで
天川村山村開発センター（大ホール）
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■ 立候補予定者説明会

平成17年3月29日（火）午後1時30分から

天川村山村開発センター（農林研修室）

■ 立候補届出書類の事前審査

平成17年4月5日（火）午後1時30分から

天川村山村開発センター（農林研修室）

■ 投票日時

平成17年4月24日（日）午前7時から午後6時まで

村内各投票所

平成17年4月20日から平成17年4月23日まで

天川村役場・住民相談室

郵便による不在者投票ができるのは、選挙人で次のいずれかの用件を満たす方に限られます。

1．身体障害者手帳の交付を受けている方

①両下肢若しくは体幹の障害の若しくは移動機能障害の程度が、1級若しくは2級である者とし

て身体障害者手帳に記載されている方

②心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸若しくは小腸の障害の程度が、1級若しくは3級であ

る者として身体障害者手帳に記載されている方

2．戦傷病者手帳の交付を受けている方

3．介護保険の要介護状態区分が「要介護5」である方

※　郵便による不在者投票をするには、事前に申請が必要です。

くわしくは、選挙管理委員会までお問い合わせ下さい。

告示日（立候補届出日）

期日前投票

郵便による不在者投票

天川村長選挙は

棄権することなく投票しましょう

天川村長選挙は天川村長選挙は
4月24日（日）投票日です4月24日（日）投票日です4月24日（日）投票日です



平成17年度 国税専門官採用試験要項平成17年度 国税専門官採用試験要項平成17年度 国税専門官採用試験要項
1 受験申込受付期間

平成17年4月1日（金）～4月15日（金）（4月15日消印有効）

2 受験申込先
希望する第1次試験地を所轄する各国税局、沖縄国税事務所

3 試験日及び試験種目

（注）1 第1次試験の際、人物試験の参考とするため、性格検査を行う。
2 専門試験（記述式）の採点結果は、第1次試験の合格者決定には反映させず、最終合
格者決定の際に、他の試験種目の成績と総合する。

4 試験地

（注）試験地については、それぞれ受験に便利な1都市を選択できる。

5 受験資格
① 昭和53年4月2日から昭和59年4月1日生まれの者
② 昭和59年4月2日以降生まれの者で次に掲げるもの
イ 大学を卒業した者及び平成18年3月までに大学を卒業する見込みの者
ロ 人事院がイに掲げる者と同等の資格があると認める者

6 合格発表日

7 採用予定人員
約900名

8 その他
詳細については、下記にご照会ください。

吉野税務署　総務課　（総務課直通：07463－2－3386）

近　畿 第1次試験地 京都市・大阪市
地　域 第2次試験地 大阪市

第1次試験地
その他

地　域
第2次試験地

札幌市・仙台市・秋田市・高崎市・さいたま市・東京都・新潟市・松本市
名古屋市・金沢市・松江市・岡山市・広島市・高松市・松山市・福岡市
熊本市・鹿児島市・那覇市

合格者は人事院（事務総局、各地方事務局、沖縄事務所）及
び各国税局、沖縄国税事務所に掲示されるとともに合格通知
書が本人あてに郵送される。

札幌市・仙台市・さいたま市・東京都・名古屋市・金沢市・広島市
高松市・福岡市・熊本市・那覇市

第1次試験合格者 7月5日（火）

最終合格者 8月30日（火）

試　　験 試　験　日 試 験 種 目 解答時間

6月12日（日） 教養試験（多枝選択式） 3時間

第1次試験 8：15～（受付開始） 専門試験（多枝選択式） 2時間20分

8：45（開始）～18：00（終了） 専門試験（記述式） 1時間20分

第2次試験
7月25日（月）から28日（木）までの 人　物　試　験

第1次試験合格通知書で指定する日 身　体　検　査

4
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臨時（補充）講師募集

申告書は自分で書いてお早めに
平成16年分の所得税確定申告の相談及び受付は、平成17年3月15日（火）までです。

所得税は、自分の所得状況を最もよく知っている納税者が、自ら自分の所得と税額を正

しく計算して申告し、納税するという申告納税制度を採用しています。昨年一年間の所得

と税額を正しく計算し、お早めに申告と納税を行ってください。

所得税の納期限は、申告期限と同じ平成17年3月15日（火）です。振替納税を利用す

ると、振替日は平成17年4月19日（火）になります。「預金口座振替依頼書」は役場に

も置いてありますので、ご利用ください。また、消費税を新たに振替納税しようとする人

は、所得税とは別に口座振込みの契約が必要です。

消費税〈平成16年分・個人事業者〉の申告・納付期限は平成17年3月31日（木）で、

振替納税の振替日は平成17年4月26日（火）です。

※　国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】で確定申告書などが作成できます。

「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書などは、そのまま税務署に提出すること

ができます。（カラープリンターをご使用ください。）

市販の履歴書に写真を貼付して、必要事項を記入の上、教員免許状の写し

を添えて、下記まで持参してください。

なお、希望（登録）された方全員が、必ず採用されるとは限りませんが、

意欲のある方の積極的な応募をお待ちしています。

〒630－8502

奈良市登大路町30 奈良県庁内　奈良県教育委員会事務局

教職員課　小中人事グループ　TEL：0742－27－9844

☆☆☆☆年間を通して募集しています☆☆☆☆

問い合わせ及び応募先

上記学校の臨時（補充）講師の
登録を受け付けています！

応募について

臨時（補充）講師募集

奈良県公立小・中学校並びに県立高校・障害児教育諸学校

申告書は自分で書いてお早めに
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平成17年春季火災予防運動平成17年春季火災予防運動

統一標語

「火は消した？いつも心にきいてみて」
春季火災予防運動が3月1日（火）から3月7日（月）まで実施されます。

平成16年中の中吉野広域消防組合管内での火災発生件数は18件で、その内訳は建物火災5件、

車両火災3件、林野火災1件、その他の火災（ゴミ焼却、野焼きからの山林への延焼等）9件となって

います。

火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるにあたり、火の取り扱いには十分注意しましょう。

また、この運動と併せて車両火災運動・山火事予防運動が実施されますので、車両内への危険

物品の持ち込み、山林内でのたき火・火入れには特に注意して下さい。

中吉野広域消防組合　　大淀消防署　　0747－52－1199

下市消防署　　0747－52－2299

黒滝出張所　　0747－62－2299

天川出張所　　0747－63－0299

http：//www.nakayoshino.or.jp/

※老朽化した消火器の廃棄に関するお問い合わせは最寄りの消防署まで

○　寝タバコは、絶対やめる。

○　ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用する。

○　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する。

○　寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品などを使用する。

○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを備える。

○　お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制つくる。

3つの習慣

4つの対策

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント
―　3つの習慣・4つの対策　―
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奈良県の最低賃金が次のとおり改正されています。臨時・パート・アルバイト等を問わ

ず、すべての労働者に適用になります。

第40回奈良県山林労働組合 天川支部定期大会

なお産業別最低賃金については、業務・年齢等によって適用除外となる場合があります。

詳しいことは、奈良労働局　賃金室（電話0742－32－0206）又は最寄りの労働基準

監督署に問い合わせて下さい。

最　低　賃　金　件　名 時　　間　　額
奈　良　県　最　低　賃　金

16.10.1 発効 648円
産　業　別　最　低　賃　金

最　低　賃　金　件　名 時　　間　　額

一 般 機 械 器 具 製 造 業
16.12.25 発効 752円

電 機 関 係 製 造 業
16.12.25 発効 752円

自　動　車　小　売　業
16.12.25 発効 752円

木材・木製品、家具・装備品製造業 日　　額 時　間　額
（製材熟練等）
元.1.25 発効 6,527円 816円

奈 良 県 の 最 低 賃 金

去る1月31日、午前10時より山村開発センター大ホールにおいて、第40回奈良県山

林労働組合天川支部定期大会が開催され、まず議長団が選出され、議長によって大会が進

行されました。

来賓として、大西村長、車谷議会議長、国中県議会議員、柿坂森林組合長、労働金庫吉

野支店長らが出席され、お祝いの言葉を

述べられ、過疎の村の厳しい林業を支え

ておられる組合員の皆様を激励されまし

た。その後、役員改選が行われ閉会しま

した。

s支部長　青　木　孝　男　氏　　

s副支部長兼書記長

宮　脇　正　輝　氏
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1月22日（土）に中吉野広域消防組合主催による

消火訓練が、文化財防火週間（1月23日～29日）

にあわせ天河大弁財天社において実施されました。

訓練には、天河大弁財天社や坪内区をはじめ天

川村消防団第2分団、中吉野広域消防組合の方に

参加いただき、天河神社で火災が発生したと想定

し、その情報伝達訓練、消火訓練、そして重要文

化財の搬出訓練などを行いました。雪の中の訓練

となりましたが、参加各機関が互いに連携し、ス

ムーズな訓練が実施できました。また、中吉野広

域消防組合の方による水消火器の使用説明や実演

訓練なども実施され、充実した消防訓練となりま

した。

昨年度より制作準備しておりました【てんかわ電話帳】がこの程完成となり、村民の

皆様のお手元に配付させて頂く事になりました。

ご査収の上ご活用して頂けたら幸いに存じます。また制作にあたり、

広告掲載にたくさんの方々の御協力を頂きました事を、衷心より厚く御礼申し上げます。

今後共、商工会青年部の活動推進に御指導、ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

文化財防火週間　消火等訓練
～ 天河大弁財天社 ～

火の元の確認は万全ですか？
皆さまの家庭での火災予防対策は万全ですか。

暦の上では春とはいえ、まだまだ寒く、空気が乾燥する季節です。寝る前や外出時に

は火の元の確認を必ず行うようにしましよう。また、台所など火をよく使う場所には、

防火用水や消火器を備え付けるなどの対策を行うようにしましょう。

文化財防火週間　消火等訓練
～ 天河大弁財天社 ～

天川村商工会青年部よりお知らせ
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早めに済ませましょう－自動車の登録申請―

軽自動車税は、毎年4月1日現在の所有者に課税されます。単車や軽自動車などを譲

渡したり、廃車した場合は下記の関係機関での届け出が必要です。その手続きを怠ると、

実際に所有していなくても、4月1日現在の登録されている所有者等に課税されますの

でご注意ください。

毎年3月末は、企業の決算期や自動車税の賦課期日の終期等が重なり、自動車の検

査・登録の各種申請が極度に集中し、窓口が大変混雑します。このため、この時期に申

請されますと、長時間お待ちいただくことになります。

自動車の移転登録（名義変更）や抹消登録（廃車）などの手続きは、できるだ

け早い時期に済まされますようお願いします。

【テレフォンサービス】 10743－57－6903

自動車の検査・登録のご案内は、電話サービス（アンサーシステム）で、音声または

FAXにより24時間行っています。

【ホームページアドレス】 http：//www.kkt.mlit.go.jp/

近畿運輸局のホームページの中でも、各種手続きをご案内して

おりますので、併せてご利用ください。

―奈良運輸支局からのお知らせ－

廃車・名義変更の手続きをお忘れなく！！　　　

車　　　種 手続きをするところ 持参するもの

原動機付自転車 役場企画財政課 ¡印鑑
（125cc以下）

163―0321（内線152） ¡ナンバープレート
小型特殊自動車 ¡標識交付証明書

二輪車 近畿運輸局奈良陸運支局

（125ccを超えるもの） 10743―57―6903
左記に問い合わせてください

軽三輪車 奈良県軽自動車検査協会

軽四輪車 10743―58―3226

～廃車の場合～
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協 よ体 だ りりだ体 よ協

去る１月7日～10日、恒例の体協スキー研

修を長野県の志賀高原スキー場において開催し

ました。

夜中に出発して早朝に現地着というハードス

ケジュールにもかかわらず、参加者の皆さん全

員皆疲れもみせずに目前に迫ったビッグゲレン

デに胸を躍らせていました。

到着後スキー教室を開催し、受講者を初級・

中級・上級のクラスに分け、角谷光さんを講師

としてと体協の（井口章・増谷英樹・植林衛）

委員が各クラスに分かれて指導しました。

またスノーボード教室は、西浦則道さんが講

師となり、5人の方がレッスンを受けました。

教室2日目は、吹雪で視界が良くありません

でしたが、各クラスとも遠くのゲレンデまで行

って指導を受け、夕方には皆さん上達して速い

ペースでホテルに帰ることができました。

最終日の10日は出発するまでの時間を惜し

むように滑り、出発後バスの車内でスキー・ス

ノーボード教室を撮影したビデオを見ながら講

師からコメントを頂きました。そして今回頑張

ってレッスンを受けていただいた子どもたち

に、努力賞としてすてきなプレゼントが贈られ

ました。

スキー・スノーボードを教えて下さいました

講師の皆様どうもありがとうございました。参

加者の皆さん今回の研修で学んだことを忘れ

ず、更なる上達を目指して下さい。

今年も開催しました「スキー研修」
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昨年末に募集いたしました、天川の名所・旧跡や自然資源などについての勉強

会につきましては、32名の村民の皆様から申込をいただき、平成17年１月19日よ
りスタートいたしました。

会の名前も表題のとおり【天川を学ぶ会】と決まり、会長には、西前文人氏、

副会長には、角谷佼氏、中西隆司氏になっていただきました。

目的は「自然と歴史の宝庫である天川村について学習し、また情報を収集しな

がら知識の向上を図る会とし、それによりガイドや語り部を目指す」ことを確認

しました。

今後は、月２回のペースで勉強会を行い、その内容や各地域の行事等も含めご

紹介させていただきます。

天河大辨財天社 鬼の宿（神迎えの神事）2月2日　節分祭 2月3日

節分というのは、立春、立夏、立秋、立冬の季節の変わり目の前日の

ことをいいます。その中でも、寒く厳しい冬を乗り越え、暖かな春の始

まる立春の節分である２月３日の節分は特におめでたく、またその前後

に旧暦のお正月がくること

から次第にクローズアップ

され、現在の形になったと

言われています。

龍泉寺では、この節分の

日に各人のお星様をお祀り

し、護摩供を修して一年間

の除厄招福・身体健康を祈

念します。

節分祭宵の晩に『鬼の宿』として鬼

(神)を迎えます。夜更け一番座敷に布団

をひき、にぎりめし、梅干しを供え、縁

側には澄みきった真水を手桶に張り、一

晩そのままにしておきます。そうすると節分祭当日早朝、手

桶の水を見ると、鬼が手を洗ったのか、足を洗ったのか底に

砂が沈んでおり、鬼が泊まられたという証を賜り初めて節分

祭が執り行われます。よって、鬼

は大いなる御宝をもち、全ての意

識を越えて物

事を正しく見

るという古来からの信仰から「神」として崇め奉られ、神

事儀礼においても、「鬼は内」「福は内」と唱えながら福豆

を撒きます。その後健康祈願等の護摩祓いを斎行致します。

鬼をお迎えるために敷かれた布団

龍泉寺本堂内での護摩供

龍　泉　寺 節分會（星祭り）2月3日

天
川
を
学
ぶ
会第一

話
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山並みが

だいぶ見えて

きました。

展望台まで

あとすこし！

総勢49名で
行ってきました！
今年も「冬の観音峰を

登ろう」と募集したとこ

ろ、村内外から参加をお

断りするほどのお申込み

をいただき、スタッフも

含め総勢49名の大パーテ
ィとなりました。

２月はじめの大雪で登れるかどうか心配していましたが、

前日の金曜日も10名以上の方が登山されていて、道はしっ
かりとついていました。一般の方も多く、冬の観音峰登山

はすっかり定着した様子です。

展望台での食事は冬とは思えないほど温かく（去年は寒

すぎて箸を持つのも困難でした）、大人数で休憩所は使えな

いと心配していただけにほっとしました。景色は少し雲が

かかっていたのが残念です。また来年にご期待を！

しゅっぱ～つ！行ってきます！

展望台でお昼です。
今年はお天気がよくて
よかったね！
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指 標 生 物
みなさんは「指標生物」という言葉を聞いたことがありますか？

簡単に言えば、自然環境をはかるためのものさしとなる生物のことをいいます。

たとえばサクラの開花は春の訪れを告げる季節のものさしとなり、夏鳥のカッコウが渡来する

とちょうど種まきに適した気温になっているといわれています（別名種まき鳥）。また水生昆虫

で川の汚れの程度がわかり、外来種のセイヨウタンポポは、人の手が加わった造成地、グラウン

ド、舗装道路などに生育するため、都市化の程度をはかる指標となります。

このように自然の中には、それ自体、自然をはかるものさしとなるも

のがたくさんあります。確かに気温や湿度を知るにはそれぞれ気温計や

湿度計があり、酸化物を知るにはガスメーターがあるというように、理

化学的方法で正確に測定することはできますが、普段の何気ない生活の

中や、自然観察の場面などでは、自然から智恵を得ることもとても楽し

いことだと思います。それに、動物による地震予知や、生物の体内時計

には、かなりの正確さがあることも事実で、今後生物指標の活躍する舞

台は大いに増えてくるのではないでしょうか。

ジョウビタキの「ジョウ」は、

おじいさんの白髪頭の意味だそうです。

高砂人形のおじいさんから来てるのかな？

翼の白い斑が特徴です。

昨年の12月から、ジョウビタキのオスが毎日のよ
うに案内所を訪れていました。案内所のガラス窓の

上のほうに飛び上がっては、一カ所でバタバタと停

飛していました。きっとガラスに映った自分の姿を

敵と思って攻撃しているのだと私は思うのですが、

他の人はクモの巣にいるクモを食べに来ているのだ

といいます。そういえばガラス窓より少し上を飛ん

でいたような気も・・・。２月に入ってから姿を見

なくなったので少し寂しいです。ピーちゃん、来年

もまた来てね。

この冬、何度も案内所に遊びに来ていた

ジョウビタキのピーちゃん（♂）。
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子 ど も 映 画 会

と き

場 所

送 迎

3月23日（水）午後7時30分～
天川村山村開発センター　大ホール
塩　谷　橋　　午後6時30分発
洞川バス停　　午後7時10分発

主催　天川村子ども会連絡協議会　　共催　天川村教育委員会
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最近、糖尿病の人が増えています。欧米型の食習慣が普及し、運動の少ない生活
のため、肥満傾向の人が多くなっていることが、その原因と考えられています。
糖尿病の人は、血糖値、つまり血液中のブドウ糖の値を下げることだけに目を向け
がちです。つまり、「甘いものを食べてはいけない」とか「体重を減らさなければ
ならない」といった点ばかりに気を取られます。
しかし、糖尿病治療の最終目標は、血糖のコントロールではありません。糖尿病

によって、特に血管に起こる合併症を予防することこそ、糖尿病治療の目標なのです。
糖尿病を長年にわたって放置すると、体にある大小の血管に動脈硬化を起こし、それによって眼や腎臓、

神経などに合併症が現れ、また、心筋梗塞や脳梗塞の原因になります。つまり、糖尿病は、全身の血管の病
気とも言えるのです。
腎不全になって透析が必要になったり、失明したり、心筋梗塞や脳梗塞になると、健康な生活ができなく
なります。これらを防ぐためには、どうしたらいいでしょうか。
もちろん、食事や薬で血糖値を正常な状態に近づけることは重要です。しかし、それだけでは十分ではあ
りません。
合併症を早期に発見するためには、眼、腎臓、神経に対する定期的な検査が必要です。具体的には、眼底
検査や尿検査などです。
糖尿病といわれている人は、最低、年に一、二回は合併症の検査を受け、早期発見、早期治療に役立てて
ください。 奈良県医師会

s平成17年4月4日（月）～5月13日（金）

s一般・技術……5月21日（土）
s医・歯・薬……5月22日（日）

s奈良教育大学（予定）

〒637-0004
奈良県五條市今井5丁目1－12 サンタウン2階
自衛隊奈良地方連絡部　五條募集事務所
107472－2－3789
http://www.nara.plo.jda.ge.jp

平成17年度
自衛隊一般幹部候補生募集案内

ご存じですか、糖尿病は血管の病気です

受　付　期　間

お問い合わせ

試 験 日

試 験 場 所

納税には便利な口座振替（自動振込）をご利用ください。
申込みは下記金融機関へ

郵便局・奈良県農協・奈良銀行・南都銀行
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う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
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き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉
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